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新潟久直雄 武 嘘fi -
毒エ.Lまじわに
これまで中性子線且細 工八線回折と釆 lこ衰味金属47壊乱も調べる上で錦 を対象千度 で あ
り､-･互し､に如補的な簡保で逢みられてきたが.鼻血 .液体金島47碑迭剰えにおlTも†性千




叫 性手回祈乾級 47療紅 47問題があ.上れ 迩臥ヒしてl摘 -ヒして釈 t)扱われて吾に




奇 吉々これまで､泉体孔.良 ,Pb.Bいこついて賓駿和 こ電3-イオン如喝i泉わる研免を




石泉各卦 こ 或街を連射 才人レ､各餅常食易 √像 を宜エ イ演色化された膏の波及招
い3'く0.5-0)弼 4/.(/to.)PGOのスチッ7pス考インも41なって測定している｡/玄7'r:リ
の1ウン上敷IJ矛/ピーク々 且で /0万カウンhtA上.その他07啓でiF万カウ>ト親友之と
I仁 鮎 T覇象iあITて謝私していろ.液佐Z花.S九.P♭.Bいこついて,測定したil性チ線 l句碑
の)%果与X線値鞘 47鹿aJ)と暑 lこ周 1-4に希i.
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的であるのに . ヰ性3-線回折07か 3動 こ非対
称命である. また.S,LやBLd?躯 1-13才 /
ピークJfl也r一加えてad7人きh方475人oREJer
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sx(a)- 鍋 )/wi2(a) (4)
ここで､14.(a)は麻子散乱 周子である.(3).(4)式からSx(a)又はSLe(a)はそれiL'れ
∫
sx(QJ-苛訂目 線 sN(a)十2轟 (Q沌 (a)十Zk 即 日5)
Sぬ匝)三
27号 も ㈲[算Q)Sx(Qト fL.ね)SN-もSaeLQJ] (6)
ヒ書lTる｡ここでS*(a)阜出に降して麻子散乱 因子i久(a)絹 いていbT=桝i吠 l二人 フてい





摘 されている｡絶 って(`)式にX線乱打中性チ線 毛
回抑 こよる測定鹿泉と理論的な隼S亡e(a)も恥 ､て.no
SLeLGl)t尊虫するこt.がでそる.S比 (Q)0)免職 リ
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a)二律Jb布間数SとeL(r)三層7(a)か ら風 lZ(a)ド
示す｡ gLe(り の曲線を見ると0.7舟 ら0.gAの間で急激 L=簸 ろゼロ阜切 フているが･こり箆
雑がそれで丸森頒透/%中二かTるZnZ十､S㌔十､p♭叶､βLLT の各イオン孝絶1=村たすき卓07
で PAul訂 l)1こよフて捜果されたイオン背後の催 ヒよく一致 している｡SL&(ド)のれ to-
ク也直もrA､最初47良心となる他直言rTB.矛 2 ピーク放置ircで示 してある｡rAの位置は●





った,これもそれでれ即 (ら)､(o(i)に示す｡Znの掲食 l瑠 璃したイオゝ喝でイ乍られる尊号舟




電子敬そ勿雁h布間数から乳嶺bとrBまで の値U働 J､7個 で個唐子艶 zI=互い｡
･Fbで13郵0(如､らわqるように､犠埠LT:イオンでイ巨 れ主都hJニ/Jレ電荷7r虜布すら.
まT=.pbイオン47まわL)の 電子数i見積 るとrBまで約 ト1個 となるが､これl三年個の価
電子のうち的 Z個5'ィオンLこ17いて幼 さ務 l)ガ.どのイオンd)すきま孝に々呑 していること
がわかる｡





3LI-41. Pb 340'C∩ / ヽ /へ
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液 体Z凡のaLe(りと優子舟布団 液体P♭4)8Le(りと電封坤 周




躯 イオンのまわ･)の鹿子t.は互いに豪なりb う朝命ガ､ゎること､孟T:れ 鱗酎 オ>ヒ
07間ガ海常軌 こ電子冷布47政を蝕域 になフていることがわかる｡ S4イオンのまわり47 を
手数lユrBまで約2､7個 であbカナ.これ134個の佃亀子07うち3凋吐くがイオンの吐くにあ
がってh布し.昇 りはすきまにh布 していることもホ している｡
BLで[3イオン07まわリの紬 ､商域に電子が命布 し･最嘩確イオンの間で13電子舟布ガ故
にをフている｡孝Z鱗梓 イオンt.のすきま47蔀か こlまP♭の揚食のように電荷がh希 してい
る｡また､BLイオンのまわりの 老子教皇見嶺 るとrBまで47億が約/.f個 で務 I)a?電蒜 lユ
主 として牙2鱗喪イオンとのすきまに分布了あ｡
氷上のよう1こ軸 ヰでの正価472れカ､ら7佃 のBLまで個老子致す森組約 1こ変化 した碕07
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桑で･れ ピークtやJ｡として非掛 こ大きい鼻が審在すbこt･相 拷 されている.12)この乏





北軸 冶求倦孝47棚 且47新見絹 るT-J947線睦的i･)即せ●ぁることを訴えたい.
最後に･電子-イオン如喝4)悶絶J:ついて掛 二月象をPh膏､封添そして､､T=だいている
理学部.田巻繁及線 こ.じ･カ､与謝患五泉します｡ま丁こ液体47励 む こつ .､て清盛17J潮 音そして
いただtいている東北大塵界.キ鶴田真東ph教授尽Cr乎性手回碑グル ー7㌧ して偽ヵしてい
T1-だ､､ていを穂別を,%博士に成東致します｡
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